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春
恒
例
「
小
幡
緑
地
の
桜
と

マ
メ
ナ
シ
の
観
察
ウ
ォ
ー
ク
」

が

日
（
日
）
に
開
か
れ
る
。

一
般
対
象
、
参
加
無
料
、
事
前

申
し
込
み
不
要
。

　

名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

な
ど
が
主
催
。
ス
タ
ー
ト
は
ゆ

と
り
ー
と
ラ
イ
ン
小
幡
緑
地
駅

＝
竜
泉
寺
２
、
ゴ
ー
ル
は
イ
オ

ン
守
山
店
＝
笹
ケ
根
３
。
小
幡

緑
地
本
園
や
御
膳
洞
公
園
、
吉

長
南
公
園
ほ
か
を
巡
る
約
６
㌔

の
コ
ー
ス
（
途
中
に
階
段
と
坂

道
あ
り
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

受
け
付
け
は
ス
タ
ー
ト
が
午

前
９
時
～
同

時
半
、
ま
た
ゴ

ー
ル
が
午
前

時
半
～
午
後


時
半
。
「
歩
き
や
す
い
服
装
、

履
き
慣
れ
た
靴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
」
と
主
催
者
。
完
歩
賞
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

　

雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
開

催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８
時

か
ら
「
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ

ヤ
ル
」
＝
☎
０
５
２
（
９
５
３
）

７
５
８
４
＝
と
、
同
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
で
案
内
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋
ガ
イ

ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
＝
☎
０
５
２

（
７
５
８
）
５
６
２
０
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

ま
た
「
ま
め
な
し
の
お
花
見

＆
観
察
会
」
が
４
月
２
日
（
火
）

午
前

時
～
正
午
、
檀
ノ
浦
公

園
＝
御
膳
洞
＝
を
集
合
場
所
に

し
て
開
か
れ
る
。
午
前
９
時
半

か
ら
受
け
付
け
、
当
日
先
着


人
、
参
加
無
料
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
蛭ひ

る

池
の
マ

メ
ナ
シ
を
守
る
会
」
ほ
か
が
協

力
、
案
内
。
桜
に
似
た
白
い
花

を
咲
か
せ
る
絶
滅
危
惧
種
・
マ

メ
ナ
シ
を
観
察
す
る
な
ど
、
い

つ
も
と
趣
の
異
な
る
お
花
見
が

楽
し
め
る
。

　

ま
た
同
催
し
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

る
「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク

ー
ル　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の

対
象
事
業
。
ス
タ
ン
プ
が
２
個

も
ら
え
る
〝
い
ち
お
し
イ
ベ
ン

ト
〟
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
対
象
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）
、
小
雨
決
行
。

開
催
有
無
の
確
認
は
、
当
日
の

午
前
８
時
以
降
「
名
古
屋
お
し

え
て
ダ
イ
ヤ
ル
」
＝
☎
０
５
２

（
９
５
３
）
７
５
８
４
＝
か
、
同

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
り
）
で
。

　

帽
子
や
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど

を
持
参
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
は
守
山
自
然
ふ
れ

あ
い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
（
区
役
所
地
域
力
推
進

室
）
＝
☎
０
５

２
（
７
９
６
）

４
５
２

４
＝

へ
。

　

シ
イ
タ
ケ
が
ど
の
よ
う
に
育

て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
催

し
が
先
月

日
、
小
幡
緑
地
西

園
＝
牛
牧
中
山
＝
管
理
棟
で
開

か
れ
、
小
学
生
と
保
護
者
ら


組
が
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
た
め
の

原
木
作
り
を
体
験
し
た
。

　

園
内
で
発
生
し
た
剪せ

ん

定て
い

枝
や

倒
木
を
少
し
で
も
有
効
利
用

し
よ
う
と
、
同
緑
地
管
理
事

務
所
が
主
催
。
コ
ナ
ラ
や
ア

ベ
マ
キ
な
ど
原
木
に
適
し
た

樹
種
を
選
び
、
長
さ
一
㍍
ほ

ど
に
切
っ
て
準
備
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
管
理
事
務
所

の
職
員
か
ら
手
順
を
聞
い
た

後
、
作
業
を
開
始
。
一
人
が

原
木
を
手
で
押
さ
え
て
、
も

う
一
人
が
電
気
ド
リ
ル
を
使

う
な
ど
協
力
し
な
が
ら
、
約

五
㌢
間
隔
で
た
く
さ
ん
の
穴
を

開
け
た
。

　

そ
の
後
、
植
菌
棒
と
呼
ば
れ

る
道
具
で
種
菌
を
穴
に
押
し
出

し
て
詰
め
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

製
の
栓
で
ふ
た
を
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
い
い
経
験
が
で
き

た
」
「
シ
イ
タ
ケ
は
あ
ま
り
好

き
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
育
っ
た
ら

焼
い
て
食
べ
て
み
た
い
」
の
感

想
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
ほ
こ
ろ

ん
だ
表
情
も
見
ら
れ
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
原
木
は
そ
れ

ぞ
れ
家
に
持
ち
帰
り
、
直
射
日

光
が
当
た
ら
な
く
て
水
は
け
の

よ
い
場
所
で
保
管
・
管
理
。
シ

イ
タ
ケ
が
生
え
て
く
る
ま
で
１

年
以
上
、
平
均
で
２
年
ぐ
ら
い

か
か
る
と
の
こ
と
。

シ
イ
タ
ケ
は
育
っ
て
く
れ
る
か
な
―

小
学
生
と
保
護
者
ら
が
原
木
作
り
体
験

　

区
内
在
住
の
書
家
・
川
本
大だ

い

幽ゆ
う

さ
ん
に
よ
る
出
前
授
業
「
書

道
体
験
」
が
先
月

日
に
上
志

段
味
小
学
校
＝
上
志
段
味
大
塚

＝
で
行
わ
れ
、
６
年
生
１
０
２

人
が
プ
ロ
の
力
強
い
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
学
し
た
ほ

か
、
み
ん
な
で
寄
せ
書
き
作
品

を
作
っ
た
。

　

プ
ロ
の
書
き
方
を
児
童
に
見

て
も
ら
い
、
思
い
出
づ
く
り
に

も
な
れ
ば
と
開
か
れ
た
も
の
。

川
本
さ
ん
が
主
宰
す
る
書
道
教

室
は
、
手
書
き
を
大
切
に
し
よ

う
と
考
え
る
同
小
の
卒
業
証
書

や
表
彰
状
の
名
前
部
分
を
書
く

こ
と
で
も
協
力
し
て
い
る
。

　

川
本
さ
ん
に
よ
る
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
で
は
長
さ
１

㍍
を
超
え
る
筆
を
使
い
、
縦
３

㍍
×
横
４
・
７
㍍
の
布
の
中
央

に
「
絆
」
の
文
字
を
大
書
。
友

達
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
―
の
思
い
を
込
め
た
と
い
う

川
本
さ
ん
。
中
で
も
、

筆
運
び
最
後
の
縦
棒
に

つ
い
て
「
途
中
で
何
度

も
筆
を
止
め
、
力
強
く

真
っ
す
ぐ
伸
び
て
進
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
の
気

持
ち
を
表
現
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　

続
い
て
、
児
童
ら
が

半
紙
で
練
習
を
繰
り
返

し
た
後
、「
絆
」
の
文
字

を
囲
む
よ
う
に
寄
せ
書

き
。「
仲
間
」
や
「
協

力
」
「
未
来
」
な
ど
、

思
い
思
い
の
言
葉
を
記
し
た
。

書
き
終
え
た
児
童
か
ら
は
「
い

つ
も
は
紙
だ
け
ど
、
布
は
す
っ

と
書
け
る
感
じ
で
と
て
も
気
持

ち
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
た
。

　

卒
業
記
念
の
作
品
に
も
な
っ

た
寄
せ
書
き
は
卒
業
式
の
演
出

で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
川
本
さ
ん

が
昨
年
春
に
同
小
へ
贈
っ
た
書

作
品
「
笑
顔
」
と
並
ぶ
形
で
玄

関
に
飾
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

子
ど
も
会
の
会
員
ら
で
つ
く

る

チ
ー
ム
、
約
３
０
０
人
参

加
の
「
守
山
区
子
ど
も
会
綱
引

大
会
」
が
先
月

日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜
泉
寺
２

＝
で
盛
大
に
開
か
れ
、
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
（
区
子
連
）
と
区
役
所
に
よ

る
大
会
で

回
目
。
開
会
式
で

は
、
区
子
連
の
小
屋
口
洋
子
会

長
が
「
本
年
度
最
後
の
子
ど
も

会
行
事
。
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
な
ど
に
よ
る
）
も
や
も
や

し
た
気
持
ち
を
綱
引
き
に
ぶ
つ

け
て
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

競
技
は
低
学
年
・
高
学
年
・

保
護
者
ら
育
成
者
の
３
部
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
実
施
。
１
チ
ー
ム
６

人
で
綱
を
引
き
、
３
回
引
い
て

先
に
２
勝
し
た
方
が
勝
者
な
ど

の
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
「
１
、
２
、

１
、
２
」
「
オ
ー
エ
ス
、
オ
ー

エ
ス
」
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
元

気
な
か
け
声
。
綱
を
引
い
た
子

た
ち
と
、
監
督
を
務
め
る
保
護

者
が
一
緒
に
飛
び
跳
ね
て
勝
利

を
喜
ぶ
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

上
位
入
賞
の
チ
ー
ム
・
学
区

名
は
次
の
通
り
。

　

▽
低
学
年
（
小
学
１
～
３
年

生
）
の
部
①
森
孝
東
Ｃ

（
森
孝
東
）
②
大
森
北
Ｄ

（
大
森
北
）
③
下
志
段
味

Ｄ
（
下
志
段
味
）
▽
高
学

年
（
小
学
４
～
６
年
生
）

の
部
①
幸
心
Ｃ
（
瀬
古
）

②
下
志
段
味
Ａ
（
下
志
段

味
）
③
大
森
北
Ａ
（
大
森

北
）
▽
育
成
者
（
中
学
生

以
上
）
の
部
①
大
森
北
学

区
②
下
志
段
味
学
区
③
小

幡
北
学
区
緑
ケ
丘
第
２

　

障
が
い
者
支
援
施
設
で
作
ら

れ
た
商
品
の
販
売
な
ど
「
守
山

に
こ
に
こ
福
祉
マ
ル
シ
ェ
」
が

先
月

日
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡
＝

小
幡
南
１
＝
を
広
く
使
っ
て
催

さ
れ
、
家
族
連
れ
ら
５
０
０
人

以
上
が
来
場
し
た
。

　

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
や
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
区

役
所
が
主
催
。
授
産
製
品
の
販

売
と
購
入
の
機
会
を
つ
く
り
、

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
と
一
昨

年
か
ら
開
い
て
い
る
も
の
。

　

今
回
は
区
内

の
障
が
い
者

支
援
施
設
が
出
店
し
、
手
作
り

の
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
焼

き
菓
子
な
ど
を

販
売
。
ベ
ビ
ー

用
品
や
衣
料
品

が
並
ぶ
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ザ
ー
も

行
わ
れ
、
買
い

者
客
で
大
い
に

に
ぎ
わ
っ
た
。

　

ま
た
同
マ
ル

シ
ェ
で
は
初
め
て
、
家
庭
で
使

い
切
れ
な
い
未
開
封
食
品
を
持

ち
寄
り
、
生
活
困
窮
者
の
支
援

に
生
か
そ
う
と
す
る
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
袋
を
提

げ
た
人
が
次
々
と
訪
れ
、
米
や

乾
麺
、
缶
詰
や
菓
子
な
ど
の
食

品
を
ス
タ
ッ
フ
に
手
渡
し
て
協

力
し
た
。

　

輪
投
げ
や
ミ
ニ
バ
ス
ケ
と
い

っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
の

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
登
場
。
そ

の
ほ
か
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
参

加
者
が
番
号
抽
選
に
合
わ
せ
て

「
ゴ
ー
ゴ
ー
ビ
ン
ゴ
」
の
元
気

な
か
け
声
を
響
か
せ
た
。

「
区
子
ど
も
会
綱
引
大
会
」


チ
ー
ム
が
参
加
し
て
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
る

　

尾
張
大お

お

く

に

た

ま

國
霊
神
社
（
国
府

宮
）
＝
稲
沢
市
＝
の
国
府
宮
は

だ
か
祭
に
奉
納
す
る
鏡
餅
作
り

が
先
月

日
、
Ｊ
Ａ
な
ご
や
志

段
味
支
店
＝
中
志
段
味
＝
で
催

さ
れ
、
名
古
屋
市
守
山
区
奉
賛

会
の
会
員
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

同
会
は
２
０
１
９

年
、
守
山
区
で
は

年

ぶ
り
と
な
る
大
鏡
餅
奉

納
行
事
を
実
施
。
以

降
、
お
礼
餅
や
小こ

も

ち餅
と

呼
ば
れ
る
鏡
餅
の
奉
納

を
続
け
て
い
る
。

　

鏡
餅
作
り
は
祝
詞
奏

上
な
ど
の
神
事
か
ら
始

ま
り
、
も
ち
米
５
俵

（
３
０
０
㌔
）
分
を
使

っ
て
餅
つ
き
。
会
員
ら

が
「
よ
い
し
ょ
」
の
か
け
声
で

き
ね
を
振
る
っ
た
ほ
か
、
家
庭

用
大
型
餅
つ
き
機
３
台
も
動
か

し
な
が
ら
手
際
よ
く
進
め
た
。

　

つ
き
上
が
っ
た
餅
は
手
で
力

強
く
こ
ね
て
ま
と
め
、
周
り
に

さ
ら
し
を
巻
い
て
引
っ
張
る
こ

と
で
丸
い
形
に
整
え
た
。
ま
た

餅
を
つ
く
石
う
す
の
横
で
は
、

五
色
布
に
願
い
事
を
書
い
て
笹

に
く
く
り
つ
け
る
家
族
連
れ
の

姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

「
区
内
中
か
ら
人
が
集
ま
る

こ
の
行
事
は
、
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
。
会
と
し
て
士
気

の
高
さ
が
あ
る
う
ち
は
続
け
て

い
き
た
い
」
と
同
会
の
長
縄
裕

一
副
会
長
。
鏡
餅
は
後
日
飾
り

付
け
が
行
わ
れ
、
先
月

日
に

奉
納
さ
れ
た
。

国
府
宮
は
だ
か
祭
奉
納
鏡
餅
作
り

名
古
屋
市
守
山
区
奉
賛
会
の
会
員
ら
が
参
加

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
瀬
古

会
館
＝
幸
心
２
＝
で
高
齢
者
サ

ロ
ン
「
め
だ
か
の
学
校
」
を
運

営
す
る
土
井
志
津
恵
さ
ん
。
自

宅
に
「
め
だ
か
分
校
手
芸
部
」

を
設
け
、
サ
ロ
ン
の
有
志
と
救

命
う
さ
ぎ
を
作
り
、
高
齢
者
に

配
る
活
動
も
続
け
て
い
る
。

　

土
井
さ
ん
は
９
年
前
、
自
宅

前
の
路
上
で
中
年
男
性
が
倒
れ

て
い
る
場
面
に
出
く
わ
し
た
。

意
識
が
な
く
て
身
元
も
分
か
ら

ず
、
病
院
へ
な
か
な
か
搬
送
さ

れ
な
い
状
況
を
見
な
が
ら
「
あ

す
は
わ
が
身
」
「
何
か
い
い
方

法
は
」
を
考
え
た
と
い
う
。

　

ま
た
後
日
、
土
井
さ
ん
が

「
自
分
な
ら
ど
う
し
て
ほ
し

い
」
の
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た

時
、
友
人
が
持
つ
ウ
サ
ギ
形
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
目
に
留
ま
っ

た
。
い
つ
も
持
ち
歩
く
も
の
に

身
元
が
分
か
る

メ
モ
を
入
れ
た

ら
―
と
い
っ
た

ア
イ
デ
ア
も
浮

か
ん
だ
。

　

救
命
う
さ
ぎ

は
フ
ェ
ル
ト
製

で
縦

㌢
、
横

６
㌢
ほ
ど
の
大

き
さ
。
背
面
に
「
緊
急
時
見

て
」
の
文
字
と
、
メ
モ
を
入
れ

る
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
め
だ
か

分
校
手
芸
部
で
は
、

～

代

の
女
性

人
が
手
先
を
動
か
す

認
知
症
予
防
も
兼
ね
な
が
ら
作

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
１
万

２
千
個
以
上
を
仕
上
げ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
１
日

体
験
講
座
に
は
、
男
女

人
が

参
加
。
救
命
う
さ
ぎ
を
考
え
た

き
っ
か
け
な
ど
土
井
さ
ん
の
話

を
聞
い
た
後
、
型
通
り
に
裁
断

さ
れ
た
フ
ェ
ル
ト
、
ビ
ー
ズ
や

ス
パ
ン
コ
ー
ル
の
部
品
セ
ッ
ト

を
使
っ
て
手
作
り
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
色
合
い
が

い
い
」
「
か
わ
い
い
」
の
声
。

土
井
さ
ん
は
「
中
身
が
出
な
い

よ
う
、
細
か
く
な
み
縫
い
か
、

返
し
縫
い
を
し
て
ね
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
ほ
か
、
「
外

国
に
行
く
人
が
あ
っ
た
ら
（
救

命
う
さ
ぎ
を
）
持
っ
て
い
っ

て
。
世
界
中
に
広
め
た
い
か

ら
」
と
笑
い
を
誘
っ
て
い
た
。

　

「
付
け
て
い
る
人
を
見
か
け

る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と

土
井
さ
ん
。
「
も
っ
と
多
く
の

人
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
も
。
救
命

う
さ
ぎ
に
関

す
る
問
い
合

　「ボランティア１日体験講座」が先月５日、守山区社会福祉協議会＝

小幡南１＝で開かれ、参加者がキーホルダー「救命うさぎ」作りに取り

組んだ。救命うさぎは、連絡先やかかりつけ医などを書いたメモを入れ

ることができ、外出先で突然倒れたときに命を守ろうとするもの。

わ
せ
は
守
山
区
社
会
福
祉
協
議

会
＝
☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２

０
１
１
＝
へ
。

　

※
完
成
品
（
１
個
）
１
５
０

円
、
部
品
セ
ッ
ト
（
２
個
分
）

２
４
０
円

守山にこにこ福祉マルシェ
区内障がい者支援施設などが出店

「上手にできてる」参加者に声を
かける土井さん（写真右手前）

かわいいだ
けじゃない
んだよ―救
命うさぎ

児童らの書を作務衣（さむえ）姿で見守る川本さん

多
く
の
人
が
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ナ
ー
を
訪

れ
て
協
力
し
た

さらしを使って餅の形を整える参加者ら

子どもも保護者も一緒にな
ってチームワークで綱引き

上手にできるかな―協力しながら植菌

催
し
で
見
ら
れ
る
マ
メ
ナ
シ
の
花

「救命うさぎ」を広めよう！

作
り
方
な
ど
体
験
講
座
が
開
か
れ
る

書
家・川
本
さ
ん
が
上
志
段
味
小
で
出
前
授
業

みんなで作り上げた大作

６
年
生
児
童
と
の
大
き
な
寄
せ
書
き
作
り
も

観
察
ウ
ォ
ー
ク
や
お
花
見
＆
観
察
会

観
察
ウ
ォ
ー
ク
や
お
花
見
＆
観
察
会

マ
メ
ナ
シ
の
催
し

マ
メ
ナ
シ
の
催
し  


日
と
来
月
２
日
に


日
と
来
月
２
日
に
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